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General Comments:
今大会に入るまで沢山の準備を行ってきました。ここまで、色々なプレッシャーがありましたが、大切な人たちに恩返しが

したい、自分はもうどうなってもいいから戦い抜いて見みせる！そう思ってサーキットへ入りました。

Qualify : P３
今大会のQ1も自身が担当。人生で一番緊張した予選だったでしょう。チームのみんなから「平峰、顔がヤバい。大丈夫か？」
って何度も聞かれました。確かにえぐいくらい緊張していました。なぜなら、フリー走行であまり良い感触を掴めなかったからです。しかし、ここまで来たら
「全開魂だろ！」そう開き直っていました。結果的にはギリギリの８番手でBaguette選手にQ2を託すことが出来ました。本当にえぐい緊張でした。。。
そして、Q2を担当したBaguette選手は凄いものを見せてくれました。タイヤを温めるところから物凄い火花と白煙が出ていました。気合が入っているのが
凄く伝わってくる走りでしたね。
そして、結果は今季最高の順位の3番手！決勝はシリーズを争う3号車と17号車の前からスタート出来る事となりました。
300㎞ Race : P２
スタートはBaguette選手が担当。自身は、もうここからは「男の真剣勝負だ！」そう思いライバル達の所へ握手を交わしに行っていました。そして、
フォーメーションラップが始まりモニターを見ながらBaguette選手のスタートを見守っていました。
今大会も見せてくれました。Baguette魂。スタート直後の3コーナーで19号車とバトル。シリーズタイトルが掛かっているのにあのようなアグレッシブ且つ
強い走りが出来る事に自身は刺激を受けました。一瞬ヒヤッとしましたが、ポジションをキープしたまま戦い続けてくれました。正直、僕は見ているのが
辛かったです。「早く出番が来て戦いたい」そう思っていました。
そして、23Lap目にピットインし自身へ交代。完璧な作業をしてくれたチームに感謝！ピットアウト後は全力で攻めました。
幸運にタイヤのウォームアップが非常に良く、序盤から常に自信を持って攻める事が出来ました。
ここから、40Lap。これは「集中と気持ちを切らせた奴が負ける、自分は最後まで出し切るぞ！」そう思っていました。
ホームストレートを通過する頃には、2番手に浮上。ここからは、後ろの14号車と前の100号車とずーーーっと戦っていました。
みんな絶対にミスが許されない。ワンミスで足元をすくわれ、タイトルから脱落する。今までで感じたことのない緊張感でした。
しかし、その緊張のお陰で自身のドライビングが狂ってしまう事はありませんでした。「ここまで全部やってきた。全て出し尽くせ！」そう思っていたからで
す。40Lａｐという周回は、今までのレースキャリアの中で一番長く感じました。途中、胃がキリキリするような痛みもありました。しかし、皆さんの顔が一
瞬浮かんだんです。これ本当です。大切な人たちに恩返し、そして守り抜くぞ！もう色んな思いがありました。
そんな色々な事を感じながら、40Lapを無事走り切りました。
結果は2位で、シリーズチャンピオンを獲得する事が出来ました。チェッカーを受けた瞬間は、自然と涙が溢れ出て色々な人たちの顔が
浮かんできました。
間違いなく今までのレースキャリアの中で最高のウィニングランでした。
IMPULにとって、27年ぶりのシリーズチャンピオン。そこに僕もチームの一員として居られた事に喜びを感じています。
ここまで支えて頂いた皆様に心から感謝しています。



涙が止まらないほど感謝

スポンサーの皆様、いつも応援して頂き有難うございます。
Rd8ツインリンク茂木の応援も有難うございました！

皆様のお陰でシリーズチャンピオンを獲得する事が
出来ました！皆さんと一緒に獲ったチャンピオンです！
本当に信じられません。色々な思いがこみ上げて涙が
未だに出ます。8年前僕の師匠にGT500でチャンピオンを
獲る！そう言い切ってここまで戦ってきました。決して平
たんな道のりではなかったですが、皆様には感謝してもし
きれないぐらい僕を支えて頂きました。
本当に有難うございます！！！
まだチャンピオンを獲ったという実感はあまりなくて、
無事に終ったんだ。。。戦い抜きった。。。という安心感
の方が大きいです。
これから皆さんと余韻に浸っていきたいと思います。
また顔出しますので、宜しくお願い致します！








